
　私の祖父は、90歳近くまで車を運転していました。ある日、サイドブレーキを引き忘れ、自宅前の田んぼに車
が突っ込むという事故を起こしました。幸い、車の破損だけで済んだものの、祖父は、この事故をきっかけに免
許を返納しました。現在、父母も70代後半に差し掛かりました。父母ともに、車は、農作業や買い物、病院通い
など日常生活に欠かせず、「元気に動ける間は運転したい」と言っています。
　しかし、年齢とともに交通法令の理解が薄れたり、身体機能や運転技能が衰えたりするこ
とは避けられません。その一助とするため、令和６年度から実施しているのが、この「シル
バードライバーズスクール」です。事故予防のポイントや車の死角認識を中心に講習を行い
ます。
　誰も事故は起こしたくありません。運転に不安を感じたら家族に相談してください。祖父
のように、運転免許を自主返納する決断も必要です。私も運転と向き合い、父母の年齢ぐら
いまでは安全にハンドルを握れるようにしたいです。

と　　き　10月28日(水)�午前＝9:30～11:50�
 午後＝13:30～15:50

　　　　　※午前午後とも同じ内容です。
場　　所　篠山自動車教習所
内　　容　�①講話(篠山警察署、JAF)②講話(自

動車の死角認知)、教習車での運転実習
対　　象　市内在住の65歳以上の方
定　　員　80人　※応募多数の場合は抽選。
申し込み　�申込書(市ホームページ掲載)を持参、

郵送、FAX、またはメール
※申込書は市民安全課、各支所にも設置しています。
期　　限　9月28日(月)
主　　催　�丹波篠山市、(公社)丹

波篠山市シルバー人材
センター

問い合わせ
市役所第2庁舎1階 市民安全課 消防交通係
電話552-5117、FAX 554-2332
メール　�simin_anzen_div@city.sasayama.

hyogo.jp

受講料
無料 今年、市内で発生した交通事故

(６月末時点)

人身事故　47件
物損事故　635件
死亡事故　０件

　　　計　682件
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　少子高齢化が進む中、地域の担い手として多くの
高齢者の方が活躍しています。農
業や地域活動を行う移動手段
として、車は欠かせない存在
です。だからこそ、安全に
運転を続けるための備えが
重要になります。
問い合わせ
市民安全課☎552-5117
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特　徴
⃝��半数以上が高齢者によるもの
⃝��87％が篠山・丹南地区で発生
⃝�47件中34件が車対車の事故
⃝�事故が起こる時間帯
　一番多い　　12時～14時
　次いで多い　14時～16時
⃝�早朝や夜間ではなく、日中の慣れた
道での事故が多い

シルバーシルバードライバーズドライバーズスクールスクール
～安全に運転を続けるためにできること～～安全に運転を続けるためにできること～

　市内で発生している人身事故のうち、半数以上
は高齢ドライバーが関係する事故です。事故は主
要道路だけでなく、普段利用している生活道路で
も多く発生しています。ニュースで目にするよう
な重大事故は、決して遠い場所で起きている出来
事ではなく、私たちの身近にも起こりうるもので
す。急いでいたり、焦っていたりすると判断が遅
れ、思わぬ事故につながることがあります。時間
に余裕を持ち、落ち着いた気持ちで運転すること
が安全運転への第一歩です。警察も、行政など関
係機関と連携しながら、高齢ドライバーを支える
取り組みを続けていきます。

意識してほしい3つのポイント
①予見運転を心がける
　「車や人が飛び出してくるかもしれない」「前の車が急
ブレーキをかけるかもしれない」など、不測の事態を予
測しながら運転することが大切です。
②油断や慢心をしない
　慣れた道ほど気が緩みやすく
なります。いつもの道だからこ
そ気を引き締め、安全確認を怠
らないよう心がけましょう。
③時間と心にゆとりをもつ

篠山警察署 交通課長
寺
て ら

内
う ち

大
ひ ろ

貴
き

さん

身近に潜む交通事故 ―私たちにできること―

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

シルバーシルバードライバーズドライバーズ
　　　　スクールスクールののご案内ご案内

考えていますか？運転との向き合い方 高齢者の事故防止に取り組んでいる
　市民安全課の安井さんに話を聞きました

一
人
一
人
の
心
が
け
が
、

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
く

　

丹
波
篠
山
市
で
は
日
常
生
活
の
中
で
車

が
欠
か
せ
な
い
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
「
危
な
い
か
ら
運
転
を
や
め

る
」
と
い
う
選
択
だ

け
で
は
な
く
、
安
全

に
運
転
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
家
族
や
地
域

で
声
を
掛
け
合
い
、

必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
支
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
、
今
回
の
取
材
を

通
し
て
感
じ
ま
し
た
。

参加してみた感想は？
　交通ルール・法令も変わり、新
しいことも教えていただき、運転
免許の更新に役立ち、助かりま

す。こういった機会を継続してほしいです。自分を見
直す良い機会のため、また参加したいと思っています。
参加を迷っている方へ
　年齢とともに衰えているところは必ずあります。「ま
だまだ大丈夫」ではなく、自分の事として、一度講習
を受けてみませんか？

昨年度の参加者
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　運転は好きなので、こうい
った学ぶ機会を活用して、安
全第一で、できる限り続けて
いきたいです。
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